
授業科目名 担当講師名 対象学年 
医療的ケア（講義＋演習） 益田 祐子 ３年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日    時限 

講義 ３（90） ３年生教室 後期 不定期   不定期 

実務経験 本科目は、看護師として、実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード 救急蘇生法 感染予防 医療的ケアを安全・適切に実施 

到達目標及び 
事前学習 

各手技に必要な知識・技術を学び基本研修を終了することができる。 

１ オリエンテーション 法改正と医療的ケア導入について 

２ 人間と社会 個人の尊厳と自立 医療の倫理 利用者や家族の気持ちの理解など 

３ 保健医療制度とチーム医療 保健医療に関する制度 医行為に関する法律など 

４ 安全な療養生活 喀痰吸引や経管栄養の安全な実施 救急蘇生法 

５ 救急蘇生法の演習 

６ 救急蘇生法の演習 

７ 清潔保持と感染予防 職員の感染予防 療養環境の清潔・消毒法など 

８ 手洗い法・うがい法の演習 消毒液の作り方など 

９ 手洗い法・うがい法の演習 消毒液の作り方など 

１０ 健康状態の把握 身体・精神の健康 バイタルサイン 急変状態についてなど 

１１ バイタルサインとその見方について 

１２ バイタルサインとその見方について 

１３ 高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論 呼吸のしくみ 呼吸器官のはたらきなど 

１４ いつもと違う呼吸状態 痰を排出するしくみ 痰の貯留・吸引とはなど 

１５ 
人工呼吸器と吸引 人工呼吸器が必要な状態 人工呼吸器のしくみ 気管ｶﾆｭｰﾚな

ど 
１６ 人工呼吸器装着者の生活上の留意点 呼吸器管理に関する医療職との連携 

１７ 子供の吸引の留意点 吸引を受ける利用者や家族の気持ちと対応 説明と同意 

    １８ 呼吸器系の感染と予防 痰の吸引により生じる危険、事後の安全確認など 

１９ 痰の吸引実施手順 吸引の必要物品 吸引器・器具・器具のしくみなど 

２０ 吸引の技術と留意点 必要物品の準備 利用者の状態観察と留意点 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

２１ 吸引の技術と留意点 吸引実施の手順と留意点 吸引実施後の観察 

２２ 基本研修（演習）オリエンテーション 

２３ 痰吸引研修（口腔 ５回以上） 

２４ 痰吸引研修（口腔 ５回以上） 

２５ 痰吸引研修（口腔 ５回以上） 

２６ 痰吸引研修（鼻腔 ５回以上） 

２７ 痰吸引研修（鼻腔 ５回以上） 

２８ 痰吸引研修（鼻腔 ５回以上） 



２９ 痰吸引研修（鼻腔 ５回以上） 

３０ 痰吸引研修（鼻腔 ５回以上） 

３１ 痰吸引研修（気管カニューレ ５回以上） 

３２ 痰吸引研修（気管カニューレ ５回以上） 

３３ 痰吸引研修（気管カニューレ ５回以上） 

３４ 痰吸引研修（気管カニューレ ５回以上） 

３５ 経管栄養研修（胃ろう ５回以上） 

３６ 経管栄養研修（胃ろう ５回以上） 

３７ 経管栄養研修（胃ろう ５回以上） 

３８ 経管栄養研修（胃ろう ５回以上） 

３９ 経管栄養研修（腸ろう ５回以上） 

４０ 経管栄養研修（腸ろう ５回以上） 

４１ 経管栄養研修（腸ろう ５回以上） 

４２ 経管栄養研修（腸ろう ５回以上） 

４３ 経管栄養研修（経鼻経管栄養 ５回以上） 

４４ 経管栄養研修（経鼻経管栄養 ５回以上） 

４５ 経管栄養研修（経鼻経管栄養 ５回以上） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 
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使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験、実技試験 

備考  

 


